
生活 

特に育成したい能力や態度 

（具体的な数字や言葉で記載する） 

２～３にしぼる。 

授業改善の視点と具体的な方策 

（具体的に達成すべき数値目標を記載する） 

左側のものとリンク【対応させる】 

達成率【割合】 

Ａ･･･９０％以上の児童 

Ｂ･･･９０～８０％の児童 

Ｃ･･･８０～７０％の児童 

Ｄ･･･７０％以下の児童 

１

年 

・季節の移り変わりを生かして、生活を工

夫したり楽しくしたりすることができる

ようにする。 

 

・多面的な見方で、身の回りの事象につい

て「気づく」能力。 

・自然を利用したり、身近な物を使ったりして遊ぶ活動を行う

ことを通して、遊びや遊びに使う物を様々に考え工夫してつ

くり、遊びの面白さや自然の不思議さに気付く。他者との関

りの中で、みんなと楽しみながら遊びを創り出せるようにす

る。 

・活動したり考えたり表現し合ったりすることを増やし、身近

な人々、社会及び自然のよさやすばらしさ、自分との関わり

に気付けるようにする。 

（成果）友達との関りの中で、みんなと楽し

みながら考えたり遊んだりすることがで

きた。（達成率 A） 

 

（課題）自分の言葉でうまく表現できない児

童もまだいる。絵や劇など自分に合った方

法で表現できるようにする。 

 

２

年 

・地域に愛着をもち自然を大切にしたり，

集団や社会の一員として安全で適切な行

動をしたりする。 

 

 

・様々な手段を適切に使って直接的間接的

に情報を伝え 合いながら，身近な人々と

関わったり交流したりすることができる

ようにする。 

・多面的な見方で、身の回りの事象につい

て「気付く」能力。 

・学校付近や自宅付近の建物やお店はわかっているが、地図に

なると、自宅のだいたいの場所がわからなくなる児童が多

い。そのため、地域に実際に出掛け、諸感覚を働かせながら

見たり聞いたりするなどして関わり、それらの場所や人々に

直接働きかけられるようにする。 

・表現方法には文字だけでなく、絵、つぶやき、個人用端末で

の写真撮影、プレゼン、工作など様々な手段があることを知

らせ、自分の思いに合った表現ができるようにする。 

 

・上記を実践する中で、身近な人々、社会及び自然のよさやす

ばらしさ、自分との関わりに気付けるようにする。 

（成果）興味関心をもち、すすんで学習する

ことができた。また、文字だけでなく、絵や

写真も用いて自分の考えを表現することが

できた。（達成率 A） 

 

（課題）身近な人々、社会及び自然のよさや

すばらしさ、自分との関わりには気付いてい

るが、思ったことを詳しく表現するのが難し

い児童が多い。自分の考えを整理し、具体的

に表現できるようにする。 

 


